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　大阪公立大学の昆虫標本室には、
2025 年現在、農学研究科緑地環境科学
専攻の環境動物昆虫学研究グループに
よって収集、または学外の研究者から

寄贈された約 40 万点の昆虫標本が所蔵されている。そ
れらのうち約 20 万点は鱗翅（チョウ）目の標本であり、
研究のために歴代の教員や学生が収集してきた貴重な資
料が含まれている。新種の記載時に基準となるタイプ（模

式）標本も含まれており、学術的価値が極めて高い。こ
れらの標本は、国内外の研究者にも広く活用されており、
多数の学術成果を支える基盤となっている。そのため、
標本の価値は高まっており、分類学や生物多様性研究、
さらには進化生物学の発展に寄与している。
　昆虫標本室には、学術標本に加え、アマチュア研究者
や他の研究機関の研究者から寄贈された「寄贈コレク
ション」も所蔵されている。これらのコレクションは、
昆虫類の多様性を調査・研究するための重要な資料と
なっており、①近畿地域の昆虫相の特徴を示す標本（地

域固有の昆虫相を把握し、その生態や分布を明らかにするための

   昆虫標本 40 万点 ―華麗なる寄贈標本コレクション―
標本）、②絶滅危惧種などの希少種を含む学術資料とな
る標本（生物多様性の保全や希少種の保護に資する重要な標本）、
③世界の昆虫相とその多様性を示す標本（世界中の昆虫相

を比較し、その多様性や進化の過程を研究するための資料）とい
う特徴がある。
　これらの標本は、国内外の研究者に広く開示しており、
学術的な活用を促進し、地域の昆虫相研究だけでなく、
地球規模の多様性研究や保全活動においても重要な役割
を果たしている。また、大阪公立大学の授業や実習、大
学祭やオープンキャンパス、幼稚園や小学校の見学、地
域の観察会などで、一般公開され、市民の方々から好評
を得ている。それらの展示を通じて、来場者に鱗翅目の
多様性や生態系における役割について理解を深めていた
だいている。
　約 70 年にわたる歴史の中で、昆虫標本室はさまざま
な規模の鱗翅目標本を受贈してきた。それらの中には、
箕浦忠愛氏（故人）や小野克己氏からいただいた標本（京

都府のチョウ類、写真 1）が含まれており、中百舌鳥キャン
パス農場管理棟 1 階の標本室に収蔵されている（写真 2）。

写真写真１１

写真 1 ： 小野コレクションの標

本箱の例。 この標本箱にはシ

ジミチョウ科のミドリシジミ属（ゼ

フィルス） の仲間がドイツ箱と
呼ばれる標本箱（507 mm ×
418 mm）に収納されている。
写真 2 ： 標本室における標本

収蔵のようす。 専用の金属ダ
ンスに標本箱が並べて収納さ
れている。
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大学史資料室からのお願い

　現在、学内にある資料の所蔵調査を行なっています。学術
資料そのもの、研究の過程で残された資料類、実験装置や器
具類、実習に用いられた教材や作品などを、大学史にかかわ
る資料とともに探しています。候補となる資料がありました
らご一報ください。
→杉本キャンパス学術情報総合センター 6 階　大学史資料室

　Tel ：06-6605-3371
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写真 3 ： オオウラギンヒョウモン （タテハチョウ科）。 国内の多くの地域
で絶滅し、現在では中国地方と九州の一部のみに生息している。　

写真 4 ： ツマグロキチョウ （シロチョウ科）。 食草であるカワラケツメ
イの減少に伴い衰退している。　写真 5：ギフチョウ （アゲハチョウ科）。

生息地となる里山の放棄や開発により衰退している。　写真 6 ： ギ

ンイチモンジセセリ （セセリチョウ科）。 生息地となる半自然草原の減
少により衰退している。　写真 7：キマダラルリツバメ（シジミチョウ科）。

幼虫期の生息場所となるシリアゲアリ類が営巣する古木が減少し
たことが減少要因とされる。
写真 3 ～ 7 のスケールは 10 mm である。

箕浦コレクションには、1904 から 1969 年にかけて箕浦
氏自身が京都市周辺で採集したシジミチョウ科やタテハ
チョウ科、シロチョウ科の標本が多く収蔵されており、
吉田ら（2019）は、このコレクションに収納されている
チョウ類の種と個体数を解析し、現在では京都市街地付
近では消失もしくは個体数を著しく減少させているオオ
ウラギンヒョウモン（環境省絶滅危惧 IA 類、写真 3）やツ
マグロキチョウ（環境省絶滅危惧 IB 類、写真 4）といった草
原性の絶滅危惧種が、当時は同地に生息していたことを
明らかにした。小野コレクションには、1960 年以降に
京都府内で採集されたシジミチョウ科、タテハチョウ科、
セセリチョウ科の標本が多く収蔵されており、全国的に
個体数の減少が懸念されているギフチョウ（環境省絶滅危

惧 II 類、写真 5）やギンイチモンジセセリ（環境省準絶滅危

惧、写真 6）、キマダラルリツバメ（環境省準絶滅危惧、写真 7）

といった希少種の標本も含まれている。今後、箕浦コレ
クションと小野コレクションを比較検討することで、約

100 年にわたる京都府のチョウ相の変動を解明できるだ
ろう。
　このように、大阪公立大学の環境動物昆虫学研究グ
ループの標本は、学術研究だけでなく、教育や市民交流
の分野でも重要な役割を果たしている。また、これらの
標本は、専門的な研究における基礎資料として利用され
るだけでなく、学生の学びや市民への啓発活動を通じて、
多くの人々に昆虫の多様性や生態系の重要性を伝えてい
る。しかし、現時点では標本室は収容可能な最大容量に
達しており、持続可能な管理を行うために新たな標本の
受け入れを停止している。これまで寄贈にご協力いただ
いた皆さまに感謝申し上げる。今後も収蔵標本を適切に
管理し、これらの貴重な資料を活用した学術研究や教育
活動に積極的に活用することで、生物多様性の理解や保
全に貢献していきたい。　　　（農学研究科　上田昇平）
吉田 周・平井規央・上田昇平・石井 実（2019）箕浦忠愛コレクショ
ンから見た昭和前期の京都市周辺のチョウ相．蝶と蛾 70: 109–122.
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